
大学院特別講義 
（ 医 歯 学 先 端 研 究 特 論 ） （ 生命理工医療科学先端研究特論）  

（ 医 歯 理 工 学 先 端 研 究 特 論 ）  

下記により大学院特別講義を行いますので、多数ご来聴下さい。 
 

参加希望者は、１0 月 27 日（火） 16 時までに、下記に連絡をお願いいたします。 

 

記 
 
１．講 師  瀧本 晃陽 先生 （瀧本歯科医院院長／米国歯内療法ボード認定歯内

療法専門医／東京科学大学歯学部非常勤講師） 

 

２．演 題  既根管治療歯の歯冠修復 〜エンドの立場から〜 
 

３．日 時  令和 8 年１0 月 30 日（金）１５時００分 ～ １７時００分 

 

４．場 所  ７号館３階 第４講義室 

 

５．要 旨   根管治療は一般的に根管充填をもって完了するが、患歯の治療は根管治療

のみで終了するわけではない。根管充填後に支台築造と歯冠修復を行うことで 1 歯単位

の治療が完了し、口腔内で正常に機能することによって初めて根管治療の意義が実現さ

れる。本講演では、歯内療法の立場から根管治療がなされた歯（既根管治療歯）の修復

において重要となる基本コンセプトから臨床で応用できるテクニックまで、実際の臨床例を

交えて概説を行う。 

 

総合診療歯科学分野 水谷 幸嗣 

(連絡先 伊藤 里美 hatomi.adm@cmn.tmd.ac.jp) 


